
　大江中学校の卒業式が、３

月16日におこなわれました。

新型コロナウイルス感染症の

影響を考慮して時間を短縮し

た式となりましたが、70人の

卒業生一人ひとりが清野均校

長から卒業証書を受け取り、

晴れ晴れとした表情で母校を

巣立っていきました。

令和２年度  所信表明

新発想で
切り開く未来

輝
か
し
い

明
日
へ
羽
ば
た
く
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今
年
の
冬
は
こ
れ
ま
で
に
な

い
暖
冬
と
な
り
、
積
雪
が
な
い

日
が
非
常
に
多
く
、
日
常
生
活

を
送
る
う
え
で
は
暮
ら
し
や
す

い
冬
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

ス
キ
ー
場
や
除
雪
な
ど
の
よ
う

に
、
雪
が
あ
る
が
故
の
活
動
が

少
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
を
考
え

れ
ば
、
一
長
一
短
が
あ
っ
た
こ

と
も
事
実
で
す
。
ま
た
、
こ
れ

か
ら
迎
え
る
春
や
夏
に
向
け
、

水
不
足
に
よ
る
農
作
物
へ
の
影

響
を
は
じ
め
心
配
さ
れ
る
こ
と

も
数
多
く
予
想
さ
れ
ま
す
。
私

た
ち
の
経
験
だ
け
で
は
推
し
量

る
こ
と
が
で
き
な
い
気
象
環
境

に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
み

ん
な
で
力
を
合
わ
せ
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
町
づ
く
り
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

　
中
国
に
端
を
発
す
る
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
流
行

が
全
世
界
的
な
広
が
り
を
見
せ

て
お
り
、
日
本
国
内
に
お
い

て
も
日
々
増
加
す
る
感
染
者

数
、
マ
ス
ク
や
消
毒
液
の
不
足

な
ど
が
社
会
問
題
化
し
、
小
中

学
校
が
一
斉
休
校
と
な
っ
た
ほ

か
、
多
く
の
人
が
集
ま
る
行
事

な
ど
が
中
止
や
延
期
に
な
る
な

ど
、
私
た
ち
の
身
近
な
と
こ
ろ

で
、
い
つ
ど
ん
な
形
で
発
生
す

る
の
か
予
想
が
で
き
ず
不
安
が

大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。
本
町

に
お
い
て
も
、
感
染
拡
大
の
恐

れ
に
加
え
、
経
済
面
の
影
響
も

懸
念
さ
れ
て
お
り
、
国
や
県
と

連
携
し
適
切
に
対
処
す
る
よ
う

努
め
て
い
き
ま
す
。

　
全
国
的
に
人
口
減
少
が
進
む

中
、
本
町
も
例
外
で
は
な
く
人

口
減
少
が
続
い
て
い
ま
す
。
15

年
前
の
平
成
17
年
の
国
勢
調
査

で
は
、
９
９
１
５
人
と
初
め
て

１
万
人
を
下
回
り
、
現
在
は
住

民
基
本
台
帳
に
よ
れ
ば
８
千
人

を
わ
ず
か
に
下
回
る
人
口
と
な

っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
も
今

年
度
１
年
間
に
生
ま
れ
た
子
供

の
数
が
30
人
を
切
る
こ
と
が
見

込
ま
れ
て
お
り
、
出
生
者
を
い

か
に
確
保
す
る
か
が
大
き
な
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ

と
は
人
口
確
保
対
策
の
み
な
ら

ず
保
育
園
、
幼
稚
園
、
小
・
中

学
校
の
今
後
の
在
り
方
や
町
の

将
来
を
考
え
る
に
あ
た
り
非
常

に
大
き
な
要
素
と
な
っ
て
き
ま

す
。
人
口
確
保
対
策
と
し
て
こ

れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
住
宅

　令和２年度の予算などを審議する町議
会第１回定例会が、３月12日から23日ま
での会期で開かれました。就任後初めて
の議会に臨み、本格的な町政のかじ取り
のスタートを切った松田町長。記録的な
少雪、新型コロナウイルス感染症の広が
りなど例年にない状況が続く中、新年度
の町政運営に関する所信を述べました。

新発想で
切り開く未来

令和２年度　町政運営に関する所信

大江町長　
松 田  清 隆

平成３１年２月号・2



団
地
造
成
分
譲
や
町
営
住
宅
整

備
な
ど
に
加
え
、
定
住
対
策
と

し
て
子
育
て
や
教
育
に
対
す
る

経
済
的
支
援
や
環
境
づ
く
り
を

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
本
町
は
昨
年
60
周
年
の
還
暦

の
年
を
迎
え
ま
し
た
が
、
次
の

60
年
先
を
考
え
る
時
に
、
今
の

若
い
世
代
の
方
が
未
来
に
向
け

ど
ん
な
町
の
在
り
方
を
望
み
描

い
て
い
る
の
か
が
キ
ー
ポ
イ
ン

ト
と
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
町
民

の
約
半
数
が
女
性
で
あ
る
こ
と

か
ら
す
れ
ば
、
女
性
目
線
の
声

を
も
っ
と
町
づ
く
り
に
生
か
す

必
要
が
あ
り
ま
す
し
、
若
い
世

代
の
声
を
町
づ
く
り
の
ア
イ
デ

ィ
ア
に
反
映
で
き
る
機
会
を
増

や
す
こ
と
が
必
要
で
す
。
ま

た
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん
に
と
っ

て
、
生
き
が
い
を
持
っ
て
健
康

で
元
気
に
暮
ら
せ
る
こ
と
が
安

心
な
生
活
に
は
必
要
不
可
欠
で

す
。
そ
の
た
め
に
は
、
地
域
の

方
々
か
ら
の
協
力
を
得
な
が
ら
、

関
係
機
関
と
連
携
し
み
ん
な
で

支
え
合
え
る
体
制
づ
く
り
と
併

せ
て
、
健
康
づ
く
り
や
医
療
確

保
対
策
に
、
こ
れ
ま
で
の
施
策

を
ベ
ー
ス
と
し
な
が
ら
も
新
た

な
発
想
で
取
り
組
ま
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　
町
内
の
農
林
業
、
商
工
業
に

お
け
る
共
通
の
課
題
と
し
て
、

担
い
手
や
後
継
者
不
足
が
挙
げ

ら
れ
ま
す
。
社
会
や
生
活
ス
タ

イ
ル
が
多
岐
に
な
り
、
求
め
ら

れ
る
価
値
観
も
多
様
化
し
て
い

る
昨
今
、
チ
ャ
ン
ス
は
目
の
前

に
転
が
っ
て
い
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
若
い
世
代
の
知
恵
と
エ

ネ
ル
ギ
ー
が
新
た
な
事
業
展
開

や
事
業
拡
大
に
つ
な
が
る
こ
と

を
期
待
し
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
＆
ト

ラ
イ
が
で
き
る
環
境
を
つ
く
っ

て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
町
内
の

温
泉
施
設
、
道
の
駅
、
朝
日
連

峰
な
ど
の
観
光
施
設
を
活
用
し

た
「
交
流
人
口
」
の
拡
大
に
加

え
、
本
町
に
思
い
を
寄
せ
て
く

だ
さ
っ
て
い
る
方
々
と
の
「
関

係
人
口
」
の
創
出
に
つ
な
げ
て

い
き
た
い
も
の
で
す
。

　
人
は
、
一
人
ひ
と
り
が
そ
れ

ぞ
れ
の
「
夢
」
を
持
っ
て
お
り
、

そ
の
実
現
に
向
け
て
皆
さ
ん
が

頑
張
っ
て
い
ま
す
。
町
づ
く
り

に
つ
い
て
も
、
町
民
そ
れ
ぞ
れ

が
思
い
描
く
理
想
や
思
い
が
あ

る
は
ず
で
す
。
個
人
の
夢
、
家

族
の
夢
、
仕
事
の
夢
、
仲
間
の

夢
な
ど
、
い
つ
も
心
の
ど
こ
か

に
そ
れ
ぞ
れ
の
夢
を
持
っ
て
生

き
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
町
づ
く
り
も
同
様
で

す
。
町
民
の
皆
さ
ん
の
共
通
す

る
夢
を
よ
り
多
く
実
現
す
る
た

め
に
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
と
夢

を
共
有
し
一
緒
に
考
え
行
動
す

る
こ
と
が
必
要
で
す
。
み
ん
な

で
知
恵
を
出
し
合
い
支
え
合
え

ば
、
こ
の
町
に
住
ん
で
よ
か
っ

た
、
住
ん
で
み
た
い
と
思
え
る

町
づ
く
り
が
で
き
る
は
ず
で
す
。

町
民
の
皆
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
の

「
幸
せ
を
感
じ
ら
れ
る
町
」
に

す
る
た
め
に
、
一
緒
に
「
夢
を

共
有
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
」
を

目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　
な
お
、
令
和
２
年
度
当
初
予

算
に
つ
き
ま
し
て
は
、
予
算
編

成
の
時
期
が
町
長
選
挙
と
重
な

っ
た
こ
と
か
ら
、
暫
定
的
な
予

算
と
な
っ
て
い
ま
す
。
新
た
な

取
り
組
み
や
政
策
的
な
事
業
に

つ
い
て
は
、
今
後
補
正
予
算
と

し
て
編
成
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
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　令和２年度当初予算が、３月の町議会定例会で可決されました。一般会計の総額は46億
5,300万円で、前年度当初予算額と比較すると8.0％の減となりました。
　これは、任期満了に伴う町長選挙が予定されていたため、新規事業等を除いた予算を編成
したもので、今後補正予算により計上することとなっています。
　特別会計を含む各会計の予算概要を紹介します。（予算は千円単位ですが、四捨五入によ
り万円単位としています）

一般会計予算総額
46億5,300万円

歳入歳入歳出歳出

町税の内訳性質別歳出

町税
7億5,595万円
16.2%（2.1%）

総務費
8億4,740万円
18.2%（▲4.5%）

民生費
11億5,464万円
24.8%（1.5%）

土木費
 6億2,525万円
13.4%（▲24.2%）

地方交付税
21憶8,000万円
46.9%（2.1%）

地方譲与税
6,779万円
1.5%（10.7%）

※％は構成比
　（　）内は伸び率
　▲は減少

各種交付金
1億8,010万円
3.8%（9.7%）

議会費
8,704万円
1.9%（3.2%）

衛生費
2億4,024万円
5.2%（▲1.5%）

農林水産業費
 2億9,790万円
6.4%（▲21.4%）

商工費
 1億1,325万円
2.4%（▲39.9%）

消防費
2億1,941万円
4.7%（5.3%）
教育費
4億4,924万円
9.7%（▲21.9%）

災害復旧費 
4万円
0.0%（▲51.2%） その他

2,835万円
0.6%（▲12.6%）

労働費
750万円
0.2%（▲6.7%）

県支出金
3億1,147万円
6.7%（1.4%）町債

2億9,550万円
6.4%（▲49.9%）

軽自動車税・
町たばこ税ほか
9,200万円
12.2%（4.8％）

町民税
3億401万円
40.2%（▲1.6%）固定資産税

3億5,994万円
47.6%（4.7% ）

人件費
9億3,616万円
20.1%（7.6％）

投資的経費
3億6,316万円
7.8%（▲56.5％）

補助費等
7億5,762万円
16.3%（13.8％）

その他の経費
1億1,964万円
2.6%（▲25.5％）

維持補修費
1億2,410万円
2.7%（▲13.3％）

扶助費
4億9,052万円
10.5%（▲4.3％）

繰出金
6億482万円
13.0%（▲4.9％）

公債費
5億8,274万円
12.5%（25.4％）

寄付金
１億5,000万円
3.2%（50.0%）

物件費
6億7,424万円
14.5%（▲9.8％）

   公債費
 5億8,274万円
12.5%（19.0%）

使用料・繰入金・その他
3億1,951万円
6.9%（▲36.7%）

国庫支出金
3億9,268万円
8.4%（▲13.9%）

46億5,300万円

46億5,300万円

令和 2 年度
一般会計当初予算

平成３１年３月号・4



◆特別会計・事業会計
歳　　　　入 歳　　　　出 歳　　　　入 歳　　　　出

国
民
健
康
保
険

保 険 税 1億2,101万円 保 険 給 付 費 5億5,672万円
公
共
下
水
道
事
業

使用料・手数料 5,480万円 施 設 費 5,556万円
国 県 支 出 金 5億6,379万円 国保事業費納付金 2億577万円 国 庫 支 出 金 1,233万円 下水道建設費 3,548万円
繰 入 金 1億2,112万円 総 務 費 3,150万円 繰 入 金 1億7,561万円 公 債 費 1億7,053万円
繰 越 金 600万円 保 健 事 業 費 1,132万円 町 債 1,610万円 総 務 費 243万円

そ の 他 158万円 そ の 他 819万円
そ の 他 566万円 予 備 費 50万円
合　　計 2億6,450万円 合　　計 2億6,450万円

合　　計 8億1,350万円 合　　計 8億1,350万円 農
業
集
落
排
水
事
業

使用料・手数料 610万円 施 設 費 2,125万円
後
期
高
齢
者
医
療

保 険 料 7,628万円 広域連合納付金 1億516万円 国 庫 支 出 金 400万円 公 債 費 2,122万円
繰 入 金 3,009万円 総 務 費 122万円 繰 入 金 3,999万円 総 務 費 713万円
そ の 他 63万円 諸支出金・予備費 62万円 そ の 他 1万円 予 備 費 50万円
合　　計 1億700万円 合　　計 1億700万円 合　　計 5,010万円 合　　計 5,010万円

介 

護 

保 

険

保 険 料 2億1,010万円 保 険 給 付 費 10億9,524万円
水　
道　
事　
業

営 業 収 益 2億2,783万円 営 業 費 用 2億2,956万円
国 県 支 出 金 4億5,211万円 地域支援事業費 4,587万円 営 業 外 収 益 1,627万円 そ の 他 1,454万円
支払基金交付金 3億138万円 総 務 費 2,834万円 合　　計 2億4,410万円 合　　計 2億4,410万円
繰 入 金 2億318万円

そ の 他 55万円
企 業 債 5,500万円 建 設 改 良 費 8,658万円

そ の 他 323万円 負 担 金 260万円 企業債償還金・予備費 4,031万円
合　　計 11億7,000万円 合　　計 11億7,000万円 合　　計 5,760万円 合　　計 1億2,689万円

宅
地
造
成
事
業

財 産 収 入 1,994万円 宅 地 造 成 費 1,950万円
そ の 他 6万円 予 備 費 50万円
合　　計 2,000万円 合　　計 2,000万円

　
木
の
沢
／
芳
賀　
芳
昭

★
１　
区
／
鴨
田　
德
康

★
２　
区
／
鴨
田　
秀
康

★
３　
区
／
清
野
孝
太
郎

★
４　
区
／
鴨
田　
洋
悦

　
５　
区
／
菊
地
謹
一
郎

★
６　
区
／
小
國　
松
信

★
７　
区
／
山
家　
重
之

★
８　
区
／
金
山　
津
吉

　
９　
区
／
松
田　
栄
一

　
10　
区
／
安
藤　
光
雄

　
11　
区
／
土
屋　
敏
明

　
12　
区
／
柏
倉　
清
弘

　
13　
区
／
沓
澤　
　
勉

★
蛍　
水
／
秋
場　
勝
彦

　
藤　
田
／
鈴
木　
俊
雄

★
小　
見
／
伊
藤　
俊
春

★
月
が
丘
／
伊
藤　
利
美

★
富　
沢
／
柏
倉　
孝
一

★
用　
　
／
齋
藤　
勝
彦

★
深　
沢
／
菊
地
美
津
雄

★
伏　
熊
／
佐
竹　
正
勝

　
小
漆
川
／
池
田　
義
孝

★
み
な
み
／
工
藤　
秀
二

★
若　
原
／
荒
木　
雅
彦

★
市
の
沢
／
横
山　
幸
吉

　
下
北
山
／
木
村　
茂
美

★
荻　
野
／
最
上　
裕
一

★
堂
屋
敷
／
柏
倉　
麻
雄

　
諏
訪
原
／
大
場　
敏
男

　
美　
郷
／
佐
竹
富
士
夫

★
下
モ
原
／
鈴
木
昭
三
郎

　
山　
崎
／
佐
藤　
謙
一

　
望　
山
／
小
林　
勇
吉

　
上
北
山
／
林　
　
正
春

　
梨
木
原
／
清
野　
義
信

★
滝
の
沢
／
渡
辺　
　
勉

　
葛　
沢
／
佐
藤　
准
一

　
原　
　
／
佐
藤　
友
弘

　
所　
部
／
松
田　
　
正

★
塩
野
平
／
渡
辺
昭
一
郎

　
顔　
好
／
鈴
木
昭
一
郎

　
三
合
田
／
柏
倉
健
次
郎

★
久　
保
／
渡
邉　
精
一

　
材　
木
／
伊
藤　
正
信

　
橋　
上
／
柏
倉　
　
滿

　
小　
釿
／
結
城　
順
二

　
十
八
才
／
鈴
木　
正
清

　
楢　
山
／
安
藤　
義
文

　
月　
布
／
阿
部　
喜
一

　
貫　
見
／
松
田　
健
一

★
黒　
森
／
松
田　
豊
吉

　
小　
清
／
佐
竹　
　
大

　
沢　
口
／
大
沼　
清
人

　
中
沢
口
／
庄
司　
幸
一

★
道　
海
／
鈴
木　
一
男

　
柳
川
平
／
富
樫　
　
哲

　
田
ノ
沢
／
笠
原　
英
司

　
　
　
　
　
　（
敬
称
略
）

★
…
新
任
区
長

今年度の
区長さんです
　令和２年度の区長が決まり
ました。４月６日に中央公民
館で委嘱状交付式がおこなわ
れ、同席上で４人の区長に永
年勤続感謝状が贈呈されまし
た。
　今後１年間、各区の代表者
として地域と行政をつなぐ重
要な掛け橋となっていただき
ます。どうぞよろしくお願い
いたします。

◆10年勤続

　庄司　幸一(中沢口）

◆５年勤続

　木村　茂美(下北山）
　佐竹富士夫(美　郷）
　松田　　正(所　部）

令和２年度
永年勤続感謝状

5・広報おおえ



新型コロナウイルス感染症拡大の影響について

議会より経済対策要望書提出

◦町新型コロナウイルス感染症対策本部の対応方針

　この冬感染が拡大した新型コロナウイルス感
染症は、現在も世界各地で猛威を振るっており、
国内においても各地で感染者が急増しています。
感染拡大防止のため大規模なイベントが相次い
で中止となり、今年予定されていた東京オリン
ピックも開催延期が決定するなど多方面に影響
がおよんでいます。
　本県においては３月31日に初の感染者が確認
され、吉村知事は県民へ向けて、少なくとも2
週間は県内でも感染者数が増加する可能性が高
いとして、当面の間不要不急の県外への移動を
控えるよう求めました。また、県立図書館や県
郷土館（文翔館）など不特定多数の方が利用す
る公の施設について、当面の間休館とすること
としました。
　本町では、３月2日に設置した新型コロナウ
イルス感染症対策本部（本部長・松田町長）に
おいて、町内の状況および国や県の措置を踏ま
えながら町の対応方針を定めています。４月2
日に開催した対策本部会議では、町主催行事に
ついては、当面の間は中止や延期、または開催
が必要なものについては対応方針に基づき感染
予防対応をしたうえでおこなうこととしました。
　町内の各学校の卒業式については、いずれも
規模を縮小して開催されました。３月３日にお
こなわれた左沢高校卒業式は、卒業生と教職員
のみが出席。16日の大江中学校卒業式は、来賓
を招待せず内容も例年より簡略化したものとな
りました。18日の左沢小学校、本郷東小学校卒
業式も、在校生が出席しない形でおこなわれて
います。

※掲載している内容は４月2日時点のものです。

　新型コロナウイルス感染症拡大の影響によ
り、経済環境が急激に悪化し町内経済の冷え込
みが深刻な状況になっているとして、町議会で
は３月18日に「大江町緊急経済対策本部設置
に関する要望書」を町に対して提出しました。
　町緊急経済対策本部に求める内容は「町内経
済、雇用などの情報収集の強化」「経済環境の
悪化に伴う企業などへの支援」「町民生活など
の安定に必要な対策」「経済対策に関する関係
部署間の緊密な連携」「その他経済環境の安定
に必要な対策」となっています。

①町民の感染予防の措置
②行政機関などの社会機能の維持
③�町主催行事について、不特定多数の者が参加す
る行事などは、以下の「クラスター発生リスク
を下げる３条件」を満たさない場合には、当面
の間開催を中止または延期する。なお、高齢者
及び慢性疾患で治療中の方などに対して、新型
コロナウイルスの感染防止と重症化予防の観点
から、マスク着用などにより感染予防策をしっ
かりとって参加いただくか、または安全を見て
自主的に参加を控えていただくよう周知する。
　⑴適切な換気ができる
　⑵�人を密集させない（お互いの距離を1～2メー
トル程度あける）

　⑶近距離での会話や発声をさけることができる
④�他団体に対して不要不急のイベントなどの自粛
を呼び掛け
⑤新型コロナウイルス感染症に関する情報収集
⑥感染症の予防と対策に関する情報提供
⑦町内経済状況などの情報収集

▲�３月19日に開かれた、新型コロナウイルス感染症対策
本部会議の模様

▲�「町緊急経済対策本部設置に関する要望書」を松田町長
に手渡す菊地議長と関野副議長

平成３１年３月号・6
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新型コロナウイルス感染症対策へのご協力をお願いします
◦感染予防の基本「手洗い」「咳エチケット」 ◦３つの「密」を避けましょう

①換気の悪い「密閉空間」
②多数が集まる「密集場所」
③間近で会話をする「密接場面」

　寒河江西村山地域の建設会社などで構成する
一般社団法人西村山建設業協会（國井仁会長)と
同青年部（佐藤信悟部長)から、町内の学童施設
に対して消毒用の除菌水などが贈られることに
なり、３月12日に贈呈式がおこなわれました。
　同協会では、寒河江西村山地域１市４町の学
童施設へウイルス対策製品を贈呈しており、本
町の学童施設については一施設につき500㎖の
除菌水25回分一式と、2ℓのハンドソープ2個
が贈られました。

　ニット製品を製造している有限会社後藤ニッ
ト縫製（後藤忠志社長)より、この春町内の小学
校に入学する新１年生のために、３月23日に布
製マスクを贈呈していただきました。このたび
贈呈していただいたのは、洗って繰り返し使え
る布製マスク70枚で、新入生全員に行き渡る枚
数です。
　後藤さんは、「こういう大変な状況なので、
私たちで何か手助けできないかと考えました。
マスクがなくて困っている子どもたちに、ぜひ
使っていただきたいです」と話していました。

　帰宅時や調理の前後、食事
前など、こまめに手を洗いま
しょう。石けんで指先や指の
間、手の甲、手首までしっか
りと洗い、十分に水で流して、
清潔なタオルなどでよく拭き
取ることが大切です。

　新型コロナウイルスへの対策として、
クラスター（集団）の発生を防止するこ
とが重要です。下記の３つの条件がそろ
う場所ではクラスター発生のリスクが高
まりますので、イベントや集会で３つの
「密」が重ならないよう工夫しましょう。

◎３つの条件のほか、共同で使うものに
　は消毒などもおこないましょう

町の相談窓口

　健康福祉課保健衛生係
　0237-62-2114

　咳やくしゃみを手でおさえ
ると、その手で触れたものを
介して感染が広がります。マ
スクを着用するか、咳やくし
ゃみが出そうなときはハンカ
チ・ティッシュや袖で口・鼻
を覆いましょう。

▲�３月12日、除菌水とハンドソープを松田町長へ手渡した
　西村山建設業協会理事の髙子建設㈱の髙子公雄代表取締役

※�町では施設の利用制限、町県民税申告期限延長、町税・上下水道料金などの
　相談対応をしております。最新の情報は町のホームページでご確認ください。

▲�３月23日、マスクを松田町長へ手渡した㈲後藤ニット
縫製の後藤忠志社長

西村山建設業協会より除菌水など贈呈

後藤ニット縫製より布製マスク贈呈

7・広報おおえ



地域おこし協力隊新隊員着任

地域の安全・安心のために活用

「おいで、おおえ」やまがた公益大賞受賞

　今年度の本町の地域おこし協力隊員として、
新たに太田さや香さんが着任することになり、
４月１日に松田町長から辞令が手渡されまし
た。太田さんは神奈川県出身で、まちなか交流
館ＡＴＥＲＡを拠点に町おこしの活動に取り組
む予定です。
　また、これまで本町の地域おこし協力隊員と
して活動してきた村中亮竜さん、須藤和さん、
岸政宗さんが、３月末をもって退任することに
なりました。３人とも引き続き町内に居住し、
村中さんは集落支援員として、須藤さんは町職
員として、今後もまちづくりに携わっていくこ
とになります。

　私は平成29年４月から地域
おこし協力隊として活動し、
今年の３月で任期が満了しま
す。４月以降も別の形でやま
さぁーべに関わりながら貫見
に住んでいきたいと考えてい
ます。お世話になった恩を少
しずつでも返して「村中が来
てくれて良かったな」と思っ
てもらえるよう一生懸命がん
ばりますので、これからもど
うかご指導の程よろしくお願
いいたします。

　３月末日をもちまして、地
域おこし協力隊を退任します。
４月からは、これまで同様に
柳川平地区に住み、町内の企
業に勤めることになりました。
　これも大江町に来てから、
公私ともども、たくさんの町
内の方々に支えていただいて、
子どもたちも含め山里に楽し
く暮らせるようにしていただ
いたおかげだと思います。こ
れからもよろしくお願いいた
します。

　山形県防犯協会連合会から町防犯協会へ「青
色防犯回転灯付防犯パトロール車」が譲渡され
ることになり、３月17日に役場庁舎前で贈呈式
がおこなわれました。この車両は銀色と青色に
塗装された軽乗用車で、全国防犯協会連合会が
日本宝くじ協会からの助成を受けて県防犯協会
へ配備したものです。
　町では12月からこの車両を活用しており、今
後も安全・安心なまちづくりの実現のため、町
内巡回などに利用していきます。

　ＳＮＳや動画を通じて町の魅力発信をおこな
っている団体「おいで、おおえ」が、「2019年
やまがた公益大賞」を受賞しました。この賞は、
県民の公益活動を活性化するため地域課題の解
決に取り組む公益活動を顕彰するもので、今回
の受賞は、他団体と連携した幅広い活動などが
評価されたことによるものです。
　「おいで、おおえ」では、今後もオリジナル
ブランド制作などさまざまな形で地域活性化の
ための活動をしていくことにしています。

令和元年度で退任した
地域おこし協力隊員より

▲�「自分の経験をいかして町のにぎわいづくりをしていき
たい」と意気込みを語ってくれました

村中　亮竜 さん 岸　政宗 さん
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議会
town council

３月定例会

条
例
制
定

大
江
町
森
林
環
境
譲
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税
基
金

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
森
林
環
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与
税
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間
伐

や
人
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育
成
・
担
い
手
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確
保
、

木
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利
用
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促
進
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森
林
整
備
・
促
進
に
関

す
る
費
用
に
あ
て
る
た
め
、
令

和
元
年
度
か
ら
各
市
町
村
に
交

付
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
原
資

と
な
る
森
林
環
境
税
は
、
令
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個
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法
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ら
れ
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お
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執
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す
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た
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、
基
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設
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、
事
業

の
執
行
と
財
源
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理
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お
こ

な
う
た
め
、
本
条
例
が
制
定
さ

れ
ま
し
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決
処
分

　
令
和
元
年
度
大
江
町
町
民
ふ

れ
あ
い
会
館
ホ
ー
ル
空
調
設
備

改
修
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事
請
負
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約
に
つ
い
て
、

２
階
客
席
部
分
の
工
事
に
お
け

る
天
井
の
一
部
解
体
お
よ
び
足

場
組
立
作
業
な
ど
に
要
す
る
費

用
と
し
て
１
０
６
万
９
２
０
０

円
を
増
額
し
、
契
約
額
を

６
７
０
６
万
９
２
０
０
円
と
す

る
専
決
処
分
を
お
こ
な
っ
た
こ

と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

補
正
予
算

　
令
和
元
年
度
一
般
会
計
予
算

に
つ
い
て
、
歳
入
歳
出
の
総
額

に
そ
れ
ぞ
れ
１
億
１
３
１
０
万

円
を
追
加
し
、
補
正
後
の
予
算

総
額
は
54
億
６
６
０
万
円
と
な

り
ま
し
た
。

　
令
和
２
年
第
１
回
大
江
町
議

会
定
例
会
で
は
、
令
和
２
年
度

当
初
予
算
や
令
和
元
年
度
の
各

会
計
の
補
正
予
算
の
ほ
か
、
人

事
案
件
、
条
例
制
定
・
改
正
案

な
ど
に
つ
い
て
審
議
が
お
こ
な

わ
れ
、
原
案
ど
お
り
承
認
・
可

決
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
内
容
の

一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

人
事
案
件

　
人
権
擁
護
委
員
の
任
期
満
了

に
伴
い
、
次
期
委
員
と
し
て
現

任
の
堀
永
敏
氏
（
富
沢
）
を
再

度
推
薦
す
る
こ
と
に
つ
い
て
同

意
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
、
７

月
１
日
か
ら
の
３
年
間
と
な
り

ま
す
。

※�３月31日付で退職
された方々です。

長
い
間
お
疲
れ
様
で
し
た

　
佐
竹
　
宗
弘
（
総
務
課
）

　
村
上
　
恵
子
（
健
康
福
祉
課
）

　
酒
井
　
優
子
（
健
康
福
祉
課
）

令和２年度　新規採用職員を紹介します

建設水道課
阿部　海（若原）

健康福祉課
須藤　和（９区）

町の発展のために
尽力し、地域住民
に愛される町にし
ていきたいと思っ
ています。大江町
のためにがんばっ
ていきます。

これまでお世話に
なった地域の皆さ
んに恩返しできる
よう、精一杯努め
ていきたいです。
よろしくお願いし
ます。
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　心身障害者の積極的な社会参加と生活圏拡大のた
め、心身障害者が利用するタクシー料金の一部と自
家用車の給油費の一部を助成します。申請は年間を
通して受け付けています。
◆対象者／�所得税非課税世帯に属し、次のいずれ

かに該当する方　①身体障害者手帳所
持者で視覚、下肢、体幹および内部障
害（心臓、腎臓、呼吸器など）の１級
から４級までの方、②療育手帳所持者、
③精神障害者保健福祉手帳所持者、④
自動車税の減免を受けている方（※福
祉給油券の場合のみ）

◆福祉タクシー券／�１カ月あたり６５０円券×３枚
◆福祉給油券／１カ月あたり１９５０円
※�申請月によって、支給枚数が異なります。また、
タクシー券と給油券の重複申請はできません。
◆申請方法／�健康福祉課窓口に手帳、印鑑、および

給油券を申請する場合は「自動車税
減免決定通知書」を持参の上申請

問健康福祉課福祉係☎（６2)22８５

福祉タクシー券・給油券を給付します

春
季
消
防
演
習
の
中
止
に
つ
い
て

　

４
月
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日（
日
）に
実
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を
予
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た
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度
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江
町
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団
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消
防
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習
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、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
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ル
ス
感
染
症
拡

大
防
止
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め
中
止
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　
な
お
、
春
季
火
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動
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伴
い
、

４
月
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20
時
に
防
災
行
政
無
線
に
よ

る
サ
イ
レ
ン
吹
鳴
が
お
こ
な
わ
れ
ま
す
。

問
総
務
課
危
機
管
理
係
☎（
６
２
）２
１
８
７

ま
た
は
、
消
防
署
大
江
分
署

�

☎（
６
２
）３
１
２
０

受
け
て
く
だ
さ
い

命
を
守
る
大
切
な
「
け
ん
し
ん
」

　
心
臓
病
・
脳
卒
中
・
動
脈
硬
化
な
ど
を

防
ぐ
に
は
、
健
診
な
ど
の
機
会
で
体
の
状

態
を
確
認
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
ま
た
、

胃
が
ん
・
肺
が
ん
・
大
腸
が
ん
・
乳
が

ん
・
子
宮
頸
が
ん
は
、
早
期
発
見
で
生
存

率
が
大
き
く
高
ま
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
令
和
２
年
度
の
町
の
健
康
診
査
も
６
月

18
日（
木
）か
ら
始
ま
り
ま
す
。
問
診
票
な

ど
を
順
次
申
込
者
へ
郵
送
し
ま
す
の
で
、

次
の
点
に
ご
注
意
い
た
だ
き
な
が
ら
、
ぜ

ひ
健
診
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

◆
推
奨
さ
れ
る
受
診
間
隔
／
◎
胃
が
ん
検

診
・
乳
が
ん
検
診
・
子
宮
頸
が
ん
検
診
…

２
年
に
１
回
、
◎
肺
が
ん
検
診
・
大
腸
が

ん
検
診
…
年
１
回

※
町
で
は
２
年
に
１
回
と
い
う
制
限
は
な

く
、
毎
年
受
け
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

◆
健
診
時
間
／
健
診
内
容
が
少
な
い
方
で

30
分
、
多
い
方
で
も
３
時
間
以
内
に
終
了

◆
健
診
場
所
／
総
合
健
診
セ
ン
タ
ー
（
寒

河
江
市
大
字
寒
河
江
字
久
保
）

�

☎（
８
４
）０
８
０
０

※
「
人
間
ド
ッ
ク
」
に
は
「
レ
デ
ィ
ー
ス

健
診
」
の
検
診
内
容
が
全
て
含
ま
れ
て
い

る
た
め
、
健
康
診
査
家
族
調
査
票
兼
申
込

書
で
両
方
に
申
し
込
ん
だ
方
に
は
「
人
間

ド
ッ
ク
」
の
問
診
票
を
送
付
し
ま
す
。

※
受
診
日
の
変
更
、
新
規
申
込
は
い
つ
で

も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
１
回

の
受
診
者
数
に
上
限
が
あ
る
た
め
別
の
日

に
変
更
し
て
い
た
だ
く
場
合
も
あ
り
ま
す
。

問
健
康
福
祉
課
保
健
衛
生
係

�

☎（
６
２
）２
１
１
４

令
和
２
年
度

高
齢
者
等
通
院
支
援
給
付
費
に
つ
い
て

　
75
歳
以
上
の
高
齢
者
ま
た
は
身
体
障
害

者
手
帳
１
級
・
２
級
保
持
者
で
、
運
転
免

許
証
を
持
た
ず
、
家
族
に
よ
る
通
院
の
支

援
が
受
け
ら
れ
な
い
方
を
対
象
に
助
成
し

ま
す
。
な
お
、
他
の
通
院
支
援
を
受
け
て

い
る
方
は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

◆
助
成
内
容
／
①
山
交
バ
ス
路
線
の
大
江

町
内
（
左
沢
駅
）
～
寒
河
江
駅
ま
で
の
区

間
、
②
「
大
江
町
高
齢
者
等
通
院
支
援
給

付
券
」
１
回
２
０
０
円
の
上
限
48
回
分

（
１
年
分
）
の
給
付
券
を
交
付
、
③
利
用

者
は
、
バ
ス
利
用
の
降
車
時
、
後
期
高
齢

者
医
療
被
保
険
者
証
ま
た
は
身
体
障
害
者

手
帳
を
提
示
し
、
運
賃
表
示
機
に
示
さ
れ

た
運
賃
か
ら
給
付
券
（
２
０
０
円
）
を
差

し
引
い
た
金
額
と
「
大
江
町
高
齢
者
等
通

院
支
援
給
付
券
」
を
運
賃
箱
に
入
れ
て
降

車
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
申
請
に
必
要
な
書
類
／
①
大
江
町
高
齢

者
等
通
院
支
援
給
付
事
業
申
請
書
（
※
健

康
福
祉
課
保
健
衛
生
係
に
あ
り
ま
す
）
、

②
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
ま
た
は

身
体
障
害
者
手
帳
の
写
し
、
③
印
鑑

問
健
康
福
祉
課
保
健
衛
生
係

�

☎（
６
２
）２
１
１
４

不
登
校
・
引
き
こ
も
り
入
門
講
座
を

開
催
し
ま
す

　
ク
ロ
ー
バ
ー
の
会
＠
や
ま
が
た
で
は
、

子
ど
も
や
若
者
た
ち
、
そ
の
家
族
の
居
場

平成３１年３月号・10
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所
づ
く
り
の
た
め
の
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
、
山
形
県
若
者
活
躍
・
男
女
共

同
参
画
課
か
ら
の
委
託
事
業
「
若
者
相
談

支
援
拠
点
設
置
運
営
事
業
」
と
し
て
次
の

講
座
を
お
こ
な
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

◆
期
日
／
４
月
22
日（
水
）

◆
時
間
／
19
時
～
21
時

◆
会
場
／
中
央
公
民
館

◆
講
師
／
滝
口
克
典
氏
（
「
よ
り
み
ち
文

庫
」
共
同
代
表
）

◆
内
容
／
「
不
登
校
」
や
「
ひ
き
こ
も

り
」
と
ど
う
つ
き
あ
っ
て
い
く
か
？

※
参
加
料
無
料
、
申
込
不
要
で
す
。

問
ク
ロ
ー
バ
ー
の
会
＠
や
ま
が
た

�

☎
０
２
３（
６
６
４
）２
２
７
５

５
年
。改
め
て
書
く
と
長
い
時
間
で
す

が
、本
当
に
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ

た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。こ
の
た
び
の
人

事
異
動
で
、広
報
担
当
を
離
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。今
号
が
実
質
的
に
私
が
手

掛
け
る
最
後
の
広
報
紙
に
な
っ
た
わ
け
で

す
が
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
で
ほ
と
ん
ど
の
イ
ベ
ン
ト
が
中
止
と

な
り
、淋
し
い
中
身
に
な
っ
て
し
ま
っ
た

感
は
否
め
ま
せ
ん
。

　

こ
の
５
年
間
、町
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
場

所
に
足
を
運
び
、た
く
さ
ん
の
方
々
と
出

会
う
機
会
を
頂
き
ま
し
た
。自
分
の
足
で

現
地
に
行
き
、自
分
の
目
で
見
、自
分
の
耳

で
話
を
聞
く
こ
と
で
得
ら
れ
る
も
の
の
価

値
は
、本
当
に
か
け
が
え
の
な
い
も
の
だ

と
実
感
し
て
い
ま
す
。

　
表
紙
の
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
、新
し
い
定
期
コ
ー

ナ
ー
の
創
設
な
ど
、い

つ
か
や
り
た
い
と
思
っ

て
い
て
果
た
せ
な
か
っ

た
こ
と
も
多
く
あ
り
ま

す
。「
１
ペ
ー
ジ
ま
る
ご

と
編
集
後
記
」と
い
う
野
望
も
、露
と
消
え

ま
し
た
。次
の
担
当
に
託
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

�

こ
れ
ま
で
広
報
誌
編
集
に
ご
協
力
く
だ

さ
っ
た
皆
さ
ん
、そ
し
て
毎
月
読
ん
で
く

だ
さ
っ
た
皆
さ
ん
、本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
も「
広
報
お
お

え
」へ
の
変
わ
ら
ぬ
ご
愛
顧
を
、ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

�

（
伊
藤
智
治
）

　
今
年
度
よ
り
広
報
を
担
当
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
町
の
動
き
を

わ
か
り
や
す
く
、
か
つ
、
正
確
に
お
伝
え

す
る
こ
と
を
心
が
け
て
紙
面
を
作
成
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。　

　

私
も
前
任
者
同
様
に
、
現
地
に
行
き
、

自
分
の
目
で
見
て
、
聞
い
た
こ
と
を
お
伝

え
し
て
い
け
る
よ
う
に
が
ん
ば
り
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
取
材
で
様
々
な
お

願
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
る
と

思
い
ま
す
が
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

�

（
今
野
清
彦
）

編
集
後記

　地方創生の実現に向け、町民の皆さんにまちづく
りに関わる取り組みを積極的におこなっていただく
ために、平成28年から町の公民館や体育施設、交流
施設などについて、一定の要件を満たす場合に使用
料を免除することとしてきました。
　使用料免除の期間は３月末で終了予定でしたが、
地方創生については今後も引き続き推進していくた
め、免除の対象期間を令和７年３月31日までの５年
間延長することになりました。今後も活発なまちづ
くり活動のため、各施設などをぜひご活用ください。

◆使用料免除対象施設 ◆使用料免除の要件
◎中央公民館
◎ふれあい会館
◎特別豪雪地帯克雪管理センター
◎歴史民俗資料館
◎学校施設
◎社会体育施設
◎健康増進センター
◎交流ステーション
◎小倉交流館

　町内に住所を有する概ね５人以上の方で構成する団
体が利用する場合
※�ただし、飲酒を伴う使
用、私用・営利目的使
用の場合は免除対象外
となります。
※�詳細については、各施
設管理者までお問い合
わせください。

▲�ふれあい会館内部改修工事に伴い、ホールのカー
ペットも新しくなりました

各種施設などの使用料の免除について

11・広報おおえ

今月の納税　納期限４月30日（木）　お忘れなく！　軽自動車税（年税額）
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ご結婚おめでとう

区名・出身地名　　　氏　名

美　　郷　　佐藤　成嘉
寒河江市　　柴田　美華
５　　区　　廣野　太基
市 の 沢　　横山　美香
６　　区　　安藤　大輔
山 形 市　　佐藤　志保

（
（
（

お誕生おめでとう

区　名　  氏　名　 性別  父母名

みなみ　公平　采
ことは

花　女　智之・裕美

ご冥福を祈ります

区　名　　氏　名　  年齢

９　区　駒林　ちゑ（９５）

６　区　長瀬　　純（３８）

９　区　公平　マキ（８３）

９　区　松田かつ子（８９）

１３　区　村上　德一（６４）

藤　田　土屋　久枝（４２）

６　区　鈴木マサエ（９６）

月が丘　金山トシ子（８３）

９　区　庄司トミエ（９７）

藤　田　安藤　秀子（８９）

藤　田　柏倉　清壽（８５）

戸籍のまど
２月21日～3月20日大江町受付分

人口と世帯（前月比）
町の人口　7,951人（ー18）

　　　男　3,963人（ー8）

　　　女　3,988人（ー10）

世 帯 数　2,883戸（ー5）

令和２年４月１日現在

▲�主な製品（上：自動車用ブ
レーキ部品、下：高い精度
で直角に加工された断面）

▲�工場長の笹原建一郎さん
(中央)と、入社12年目の白
田久登さん(左)、研修生の
ファウジさん（右）

　須川工業株式会社山形工場は、
プレス加工を専門としています。
私たちにとって身近な自動車や鉄
道車両の部品が、この工場で一つ
ひとつ製造されています。「現在
は生産管理システムを用いて、よ
り綿密な進捗管理をおこなってい
ます」と話す、工場長の笹原さん。
高い品質を保ちながら、生産効率
の向上も図っています。
　入社12年目の白田さんは、プレ
ス機のオペレーターを担当。「ア
イディアがあれば、誰とでも気軽
に言い合えるのが良いですね」と、
コミュニケーションの取りやすさ
を職場の特長に挙げていました。
　現在は６人の実習生を海外から
受け入れています。インドネシア
出身のファウジさんは「皆さんの
おかげで、日本にもだいぶ慣れま
した。これからもがんばりたいで
す」と意気込みを語っていました。

◆住　　所　大江町大字藤田503-8
◆代表者名　代表取締役社長　須川正興
◆沿　　革　大正６年　創業
　　　　　　�平成７年　藤田工業団地に山形工場建設
◆従業員数　45人
◆主な業務　�自動車用ブレーキ部品、エンジン・ミッション関係部

品、車体部品、鉄道車両用部品などの製造

匠の技から最先端技術まで――モノづくりを担う町内企業と、
そこで働く若い力をご紹介します。

須
す

川
がわ

工業株式会社 山形工場VOL.3

編
集
・
発
行
／
大
江
町
役
場
総
務
課

印
刷
・
製
本
／
寒
河
江
印
刷
㈱

令
和
２
年
４
月
号
（
№
7
1
0
）

2020年
４
月
1
0
日
発
行

山
形
県
西
村
山
郡
大
江
町
大
字
左
沢
8
8
2
-1

http://w
w
w
.tow
n.oe.yam

agata.jp/　
E
-m
ail:info@

tow
n.oe.yam

agata.jp

※掲載を希望しない場合は、

　届け出の際にお申し出ください。


